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よりよい人間関係の構築に向けた自他の理解を進める授業づくりに関する研究 

－自分の気持ちとの付き合い方に関する授業と 

多様性を認め合うことに関する授業の開発を通して－ 

 

やまぐち総合教育支援センター子どもと親のサポートセンター 

長期研修教員 山口市立大歳小学校 教諭 渡邊 克敏 

 

本調査研究は３年間の計画で進め、最終年度となる今年度は、子どもと親のサポートセンターと

長期研修教員の合同研究として授業実践に取り組んだ。ここでは、山口市立大歳小学校で行ってき

た実践について報告をする。 

 

Ⅰ 調査研究の概要 

１ 目的 

自己理解と他者理解を深め、互いを尊重し合う人

間関係を構築することは、児童が安心・安全に学校

生活を送ることにつながっていく。そこで、「自分

の気持ちとの付き合い方に関する授業」と「多様性

を認め合うことに関する授業」を開発することで、

よりよい人間関係を構築し児童が楽しく通えるよ

うな学校づくりを進める。（図１） 

２ 計画 

本調査研究は、令和２年度から４年度までの３年

間で実施することとした。（図２） 

 

３ 開発した授業とそのねらい 

(1) 「自分の気持ちとの付き合い方に関する授業」 

（ねらい） 

人は誰もが大小様々なストレスを抱えていることに気付き、ストレスへの適切な対処法を考

えることで、自分に合った方法を見付け、それを自らの生活の中で実践しようとする態度を育

む。 

(2) 「多様性を認め合うことに関する授業」 

（ねらい） 

一人ひとりの特性や困りに違いがあることを知り、自分と異なる他者の困りを理解しようと

したり、関わり方について考えたりすることで、誰もが支え合いながらよりよく生きようとす

る態度を育む。 

(3) 「振り返りの授業」 

（ねらい） 

「自分の気持ちとの付き合い方に関する授業」や「多様性を認め合うことに関する授業」を

図１ 調査研究の概要図 

図２ 調査研究スケジュール 



振り返り、誰もが楽しく過ごすために大切なことについて考えたり、話し合ったりすることを

通して、自分ができることを考えて、自分に合った行動目標を立てて実践しようとする意欲を

高める。 

 

Ⅱ 合同研究の取組（山口市立大歳小学校での実践） 

調査研究において開発した学級活動の授業を山口市立大歳小学校で実践し、児童の変容の分析を

行った。 

１ 目的 

開発した授業を学級活動の年間指導計画に位置付けて実施し、児童のよりよい人間関係の構築

をめざす。 

２ 仮説 

「自分の気持ちとの付き合い方に関する授業」（以下、「自分の気持ちの授業」という）と「多

様性を認め合うことに関する授業」（以下、「多様性の授業」という）を年間指導計画に位置付け

て行うことで、自己理解、他者理解が進み、よりよい人間関係が構築される。 

３ 内容 

 (1) 対象 

   高学年児童 250 名（５年生：４学級 130 名 

６年生：４学級 120 名） 

 (2) 指導計画 

それぞれの授業の内容と、児童の人間関係及び

学校行事等を考慮し、図３のように「多様性の授

業」を１学期に２時間、「自分の気持ちの授業」を

２学期に２時間実施し、自他の理解を進めてい

く。最後に「振り返りの授業」を行い、自他を尊重

する態度を養うとともに、よりよい人間関係を築くために大切なことについて気付かせる。 

(3) 授業の概要 

高学年児童に対し、「多様性の授業」を２時間と「自分の気持ちの授業」を２時間、「振り返

りの授業」を１時間実施した。(表１) 

 

第５学年 第６学年 

１
学
期 

「多様性を認め合うことに関する授業」 
(第１時) 様々な特性や困りのある子どもたちがいることに気付き、その子どもたちの気持ちや願いを考えることを通し 

て、見ようとしなければ見えないことがあることに気付くことができる。 
(第２時) 様々な特性や困りのある子どもがそれぞれに困っている場面で、何かできることはないか、何ができるかを考 

えることができる。 

２
学
期 

「自分の気持ちとの付き合い方に関する授業」 

(第１時) 不安、悩み、怒り、緊張などへの対処法について 
話し合うことを通して、様々な方法があることを 
知り、自分に合った実現可能な方法で対処するこ 
とへの理解と意欲を高めることができる。 
 

(第２時) 提示された場面において、様々な考え方がある 
ことに気付き、どのような考え方をすれば気持ち 
を楽にすることができるのかを考える活動を通し 
て、自分を振り返る、他の原因を考える、受け止め 
方を見直すなどの不安、悩み、怒り、緊張等をため 
ない考え方のよさに気付くことができる。 

(第１時) 気持ちを言葉で表現することや、嫌な気持ちに 
なったときの対処法について学ぶことを通して、 
クラス内で共有した「気持ちをすっきりさせる 
様々な方法」を日常生活で試そうとする態度を身 
に付けることができる。 

(第２時) 心が苦しくなったときの相談の切り出し方、相 
談の聞き方、大人へのつなぎ方を学ぶことを通し 
て、援助希求的態度を育成することができる。 

振り返りの授業 
 誰もが楽しく過ごすために大切なことを考えたり、これまでの学習や自分のめあて(行動目標)を振り返ったりする活動
を通して、よりよい人間関係を構築するための自分に合ったこれからのめあてを設定することができる。 

図３ 指導計画及び変容を見取る計画 

表１ 授業の概要 



(4) 見取りの方法 

ア 児童対象のアンケート 

児童の変容を見取るため、年間指導計画に位置付けて、２種類のアンケート(Fit（生活ア

ンケート）を２回、スマイルアンケートを３回)を図３のように行った。 

Fit（生活アンケート）は、学校生活等への適応感を測定するために、山口県教育委員会と

山口大学が共同して作成したアンケートである。スマイルアンケートは、開発した授業によ

る児童の変容を見取ることを目的として、子どもと親のサポートセンターと長期研修教員が

協働して作成したアンケートである。なお、授業後に実施した Fit（生活アンケート）とス

マイルアンケートは、授業後の児童の変容の効果を見取るため、学習の直後ではなく、授業

から一定期間空けて実施した。 

イ 教員からの聞き取り 

    担任及び養護教諭等に、授業の実施前後の児童の姿について聞き取りを行った。 

ウ ワークシートへの記述 

     各授業で使用したワークシートへの児童の記述内容を収集した。 

４ 結果 

(1) アンケート 

  スマイルアンケートは、授業前後の個人の変容を

分析するために実施し、自己理解と他者理解の認識

と行動について授業前後で比較した。(図４) 

  他者理解について、考えることに関する質問では、

授業前から肯定的な回答をした児童の割合が９割以

上と高く、授業後もそれを維持していた。行動に関

する質問では、肯定的な回答をした児童の割合は授

業前後ともに６割程度だった。自己理解について、

考えることに関する質問では授業前から肯定的な回

答をした児童の割合が９割程度と高く、授業後もそ

れを維持していた。行動に関する質問では、肯定的

な回答をした児童の割合は授業前が５割程度で、授

業後は６割程度になっており１割近く増加した。こ

の増加は他の項目と比べると変化が大きかった。 

  Fit(生活アンケート)は、主に集団の変容について

分析するために実施した。 

(2) 教員からの聞き取り 

高学年児童と関わりがある学級担任や支援学級担任を中心に、日頃の児童の様子について聞

き取った。主な行動の変容は次の通りである。 

 ・困っている友達に気付いて話しかけたり、教えたりする。 

 ・支援学級の友達との関わりの中で相手の話を最後まで聞いたり、見守ったりする。 

 ・怒りの感情のままに物に当たっていた児童が、深呼吸して気持ちを落ち着かせている。 

 ・日頃の学校生活の中で気持ちを楽にする対処法を試すようになった。 

(3) ワークシートへの記述 

図４ スマイルアンケートの結果 



「振り返りの授業」のワークシートへの記述

では(図５)、自分の取組を振り返り、友達の気

持ちを考えて行動するようにしたり、自分の気

持ちを大切にして心の健康を保とうとしたりし

たなどの記述が見られた。 

また、振り返りによって、児童自身が自己理

解や他者理解を進めたことによる自分の成長や

変容に気付いた記述も多く見られた。 

５ 考察 

(1)  児童の行動の変容について 

今回の授業実践では、児童は授業で学び考えたことを行動に移すことができるようになった 

と考える。「多様性の授業」の実践では、見ようとしないと見えないものに気付くという学習を

通して、今まで気付かなかった他者の困りに気付こうとする姿勢や、他者の困りに対して、自

分ができることを行うなどの児童の行動の変化が見られた。「自分の気持ちの授業」の実践で

は、自分の気持ちを意識したり楽にしたりする対処法を学ぶことにより、自分の気持ちに関心

をもつようになったり、実際に自分の気持ちを軽くする対処法を行ったりするなどの新たな行

動が見られた。「振り返りの授業」の実践では、自分が立てた行動目標に対する自身の取組を振

り返ることによって、学習による自分自身の変容を認識した上で、実現可能な行動目標を設定

した。こうした振り返りの指導を取り入れることは、これまでの学習内容を更に定着させ、目

標達成のために児童が行動を継続させていくことにつながると考える。 

(2)  自己理解に関する学習をすることの必要性について 

今回の授業実践を通して、他者理解に関する学習とともに、自己理解に関する学習を行うこ

との必要性を示すことができたと考える。自己理解については、アンケートの結果から、授業

前後ともに９割程度の児童が自分の気持ちを意識していた。そして、自分の気持ちを楽にする

方法を実際に行ったかという行動に関する質問に対する肯定的な回答の割合は、授業前後で１

割程度増加しており、これは学習により児童の行動が変化した結果であるといえる。また、自

己理解と他者理解を比較すると、意識に関しては授業前後ともに他者理解の方が自己理解より

も高い割合を示した。一方、行動に関しては、肯定的な回答をした児童の割合は、自己理解の

方が他者理解と比べて授業後増加していた。この結果の背景として、高学年児童がこれまで他

者理解に関する学習は積み重ねてきているが、自己理解に関する学習機会は少なかったという

ことが考えられる。そのことから、「自分の気持ちの授業」は、児童に新たな視点に気付かせ、

自己理解を進めるよい機会になったと考えている。 

 

 以上のことから、合同研究を通して、「多様性の授業」と「自分の気持ちの授業」、「振り返りの

授業」を児童の実態に即し年間指導計画に位置付けて行うことは、児童が自己理解、他者理解を

進めることに一定の成果をもたらすといえ、今後のよりよい人間関係の構築につながると考えて

いる。  
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